平成24年度　第1回　名張市男女共同参画推進審議会議事録　
平成２４年７月１０日（火）　　　　
１４：００～１６：００　　　　　
名張市市民情報交流センター　会議室
出席者　名張市男女共同参画推進審議会委員　１０名
市・事務局　　職員３名

１.開会のことば(人権・男女共同参画推進室長)

２.委嘱状の交付

３.部長あいさつ

３.委員紹介

　　公募委員として２名、事業者(株式会社アドバンスコープ)、校長会の会長、学識経験者(弁護士)、学識経験者(皇學館大学)の委員に新しい委員が選出された。任期は、２年。
５.会長・副会長の選出

　　事務局に一任され、会長は、細見三英子委員、副会長は、坪田委員とし、承認された。

　　会長、副会長あいさつ

６.議事

　(１)名張市男女共同参画事業実施計画平成２３年度の実施状況について

　　　事務局より配布資料に基づき説明。

【事務局説明に対する意見】

　（◎会長の発言　□副会長の発言　○委員の発言　●事務局の発言）

◎　その後に更に詳しい資料がありますので、お気づきの点とか、もう少し詳しくという事になりましたら、こちらの方の資料を参照しながら、議論を進めて行きたいと思います。何処からでも結構ですし、或いは、この今日の資料、実施状況そのものについての感想でも、結構ですので議案をお願いします。・・・○○委員いかがでしょうか。

○　こんな風に読んで頂いて、目を通しているだけですので、何か具体的には、もう少し分かり兼ねる所はあるのですけれど、この取り組み評価の、おおむね達成しているとか、ある程度達成しているというのは、何か非常に一方的な評価のような気がして、現実には、こんな風に数値に表しているような評価というか、状況が出来ているのかどうかは私にはよく分かりません。こういう風な方向で取り組みをしていて、それは勿論しなければいけない事で、また、しているという事はよく分かりましたけれど、あの正直な所、どうもそこが良く分かりません。

◎　評価が曖昧だということですが、いかがでしょうか。

○　基本目標１のところで、色んな形で啓発活動をしておられるようですが、中々普段生活している中でそれが目に留まらない事が多いというか、どこまで受け入れられているのか。活字だけで、市民の生活している中であまり受入れられていないという気がしました。
○　私も、今年から初めてなので分かりませんが、仰って頂いた中で、例えば基本目標3、私たち事業者側で一番関係してくる所かと思って拝見しました。こちらの勉強不足というところがあるのでしょうが、昨年度の実施状況の中で、まだ聞いた事のないような言葉などが幾つかありましたので、それを事業所ごとに落とし込んだ時に、余り詳しい話まで実施されていないのかなという感じを受けました。

◎　ちなみにどのところが。

○　名張版一般事業主行動計画の策定については、あまり進捗が芳しくなかったということを書かれていますが・・・。

◎　一般事業主行動計画ですね。事務局、名張版一般事業主行動計画について、一回説明して頂けますか。他に何か分からなかった所はなかったですか。
○　はい、とりあえず。
◎　どうでしょう。名張版一般事業主行動計画の策定・・・できなかった。これは、ワーク・ライフ・バランスを進めるための、名張市役所ではなくて一般事業主の行動計画。

□　多分、おっしゃりたい事は、一般事業主の行動計画の策定については出来なかったとありますが、それを作成しませんかという、お声掛けもなかったのではないのかという事だと思いますが。

○　そうですね、私たちこの計画自体、参画していくという自治体の計画って言うものが・・・。
◎　これ、具体的資料の所では何ページですか・・・・？
●　37ページの74番が名張市特定事業主行動計画の推進です。
◎　育児休業、休暇制度ということですね。一般事業主もそういう、休暇制度、・・・これだけじゃないよ。

●　次世代育成支援対策推進法に基づいて、一般事業主行動計画を策定しましょうというものがあり、それを推進するに当たって名張版を作りますと人事のほうで計画にあげたのですが、それについては、取り組みが進んでいないということでした。
●　もうひとつ、44ページの一番下をご覧頂けますか、95番、ここに名張版一般事業主行動計画提案等とあるのですが、これは、商工部門を担当している、商工観光室でも、私共の人権・男女共同参画推進室と一体となって、市内の事業所に呼びかけていこうという事で、目標には掲げておるのですが、現実としては、取り組みができてないということであり、これが大きな課題かなと。

◎　ではどうして出来なかったとか、そういうのはあるのですか。
●　商工部門だけのものではなくて、連携がそこまで図れていないというのが現状で、私どもがもう少し中心になって、推進していかなければいけないと、反省しています。

◎　策定は義務付けられたんじゃないですか。

●　そうですね。従業員100人から300人の事業主の方へはという事で、特に300人以上の従業員を要する企業は、一般事業主行動計画を策定しますという事になっています。　　

◎　でも、それに該当しない、この300以下の100人から300人も義務化になったはずですね。

●　そうですね。101人以上の企業に義務付けられるようになりました。
◎　その100人以下はどうなりますの。

●　100人以下は特に義務付けはないという事ですね。

◎　努力義務ですね。

●　そうですね、私ども周知もしています。

◎　法律の内容に沿って、そういう情報を担当部局がキャッチし、庁内でその意思統一などを進める事は、出来ない事ではないと思うのですけどもね。これちょっともう少しやってください。

●　分かりました。

◎　いかがでしょうか。順番に当ててもいいですが。○○委員、何かあの全体的な・・・。

○　はい、そうですね。これを詳しく読んでみると、学校教育室や学校に係る事が沢山あるなというのを実感します。私共、学校現場は、小学校等は特に、女性の教職員が多く、どの職員も家庭と両立しています。生きた見本といいますか、示してくれています。そういう事を、学級懇談会や家庭訪問などで、保護者の方と、話し合う中で色んな事が伝えられたらいいなあと思います。それで、同じ女性職員の中でも、経験の差がありますので、みんなで共有して行くという事も大事だなと思いました。それと、あらゆる分野への共同参画の推進ですが、現実、これだけ沢山の女性の教職員がいる中で、女性の管理職が少ないというのは、やはり、魅力と言いますか何か問題があるのじゃないかと常々感じております。私達、校長会の中ででもやはり、女性の方の意見を聞きたいのですけれど、22校の内、女性はお一人です。実際、職場の中の(女性の)割合はかなりあるにもかかわらず、それが反映されにくい。我々の責任もあるのですけれど。だから、本当に少ない方の責任が重くなるという事もあります。何が原因なのか、その辺を考えて行きたいと思いました。それから私は、つつじが丘小学校におりますが、2年前に新1年生の、学童保育、放課後の預かり保育の希望者の余りの多さに、びっくりしました。70人が定員を大きく上まわり、3年生までという約束を破って、3年生にはやめて貰い、それでももう１クラス作るなど、バタバタしました。ただ、それが1年生にとって良いのか悪いのか。学校から家にすぐ帰りたい子も、沢山おられる。そんな中で、今の時代が、そんな時代なのかと思いました。それともうひとつ、つつじが丘では、公民館等で子育てのサロンなどをすごく熱心にされています。若いお母さん達が、近くで、地域の中で、知り合った者で、世話してくれる人の顔が見える、そんな活動をされている、これすごいなと思いました。だから、公民館や集会所とかで、お年寄りだけじゃなくて、小さなお子さん、小学生もね、地域で支えていくというのもひとつの方向かなと思います。以上です。

◎　今、○○委員からご指摘頂いたこの資料の22ページですけども、あらゆる分野への男女共同参画の推進の中で、小･中学校における女性校長の人数という所、策定時は4人が、23年度はおひとりという事になって、目標は策定時よりも増加させるという事だったのですね。
○　だからそれは誰が、悪いのかということですよね・・・。
◎　お辞めになったりということですよね。　

○　そうですね。その前に、教頭先生に意欲を持ってなられる方が少ないと言ったらいいのでしょうか。

◎　小中学校における女性教頭は1人から5人に増えているのですね。これは、増加させるという目標にかなっているのですけども、この人達が、この次に校長にトライしたい、そういう形になればいいですね。やっぱり、女性のいいモデルですよね。

○　女性の教職員が、子供達を教えるという良さもあるわけですから、女性の管理職の良さを発揮して欲しいですね。これは、育成する何かが足らないのかなと、思います。

◎　何か例えば行政からの働きかけとか、校長先生がおやりになっていて、彼女たちをエンパワーさせる様な、行政のサポートでこんなのがあったらいいなっていうようなものはありますか。

○　どうですかね。何％女性がいるのが望ましいというのがあるわけですか。
◎　一応あの・・・。
○　例えば、市でも管理職が、何％という、そんなのがあるのですか。

◎　45ぐらい・・・。

○　それならそれで、統一した選考基準じゃなくて、逆にそういう枠を設けて・・・。
◎　一応、国では、・・・・40％

○　40パーセントです。

○　40％！ただ・・・・

◎　いつまでに40でした？

○　あれは2020までに30％ですね。

○　(現状は)30に達していないです。

◎　これは、皆さんに覚えておいて欲しいのですが、2020年に30％。トゥエンティサーティというのです。2020年に30％。これは皆、口を酸っぱくして言っているのですが、全然真剣に・・・。

○　何となく、私もその立場だったら、一人の女性だと、普段、辛いと思うのですよ。

◎　複数ね。

○　ある程度、複数は必要じゃないかと思います。それが全然増えないです。

◎　何か良い方法はないですか。学校に対する働きかけ。

○　我々は、精神的には、色々遣り甲斐とかはありますけども、手当自身、そんなに何も(ありません)。管理職だけ実は8％取られているのですよ。我々県職員は管理職8％カットされるので、我々よりも、一般教職員の方が給料上なのですよね。だから、受けてくれる人が少ないというのは、そんな事も、魅力がない要因ではないかと。

◎　先生の様な方が、各学校に行って、或いは研修会などで、そういう良さ、女性校長なり、教頭なりの良さ、生徒に与える、インパクトとかそんな実践論を、お話しして貰ったら良いのにね。

○　その事に関してですが、なろうと思えば、試験を受けてなれるので、できるわけです。でも、したいと思ってもできない事が女性には、色々あるけれど、公務員の場合は、やろうと思えばできる。けれども、これがうまく行かないのは、女性は家事全般、育児、学校での責任ある立場というか、それらの事から避けざるを得ないという事情や、退職まで子どもと接していたいからとか、考え方の違いで、しようにもしたくないとか、できないという所が大きくあるんじゃないかと。
○　１つには、管理職になれば、責任がかなり過度なものがあるのではないか、保護者からも色々あるかもしれないという心配があるわけですが、そればかり心配しないで、自分のやりたい事、学校をこんな風にしたいとか素直な希望をもっていただいたらと思います。ただ、その学校の管理職の方が苦労されている様子を見るのではないでしょうか。それは、我々の責任です。例えば我々が、どんなモンスターペアレントに対しても軽く接していたら、不安も少なかったかも知れません。やはり、その方向を心配されるのかなという気がします。
◎　私達、新聞で見るだけなのですが、滋賀県のあのいじめ等も、当然行われている様な事が何も行われていなかったという事で、教育とか現場に対する関心がこれからますます強くなるわけです。
○　そうですね、もう私達は隠しようがなく、ありのままの姿を保護者に見せて、ありのまま評価して貰う中で、今よりも良くして行く方向で力強くやって行くつもりです。
◎　ご意見ありがとうございました。
○　はい。ありがとうございます。
◎　あの、学童保育が多いという事で、それに対しては何か、この検討の中で、言及している所ありましたか？
●　ないです。
◎　これは、担当としては、どこになるのですか。
●　子ども部ですね　
○　この42ページの90番辺りはどうですか。

◎　42ページの90番。子どもたちの居場所づくり、ああ、そうですね。
○　ただこれ5というのは完全に最高の評価なのですか。
◎　5・・・、本当ですね。
○　そんなに評価が良いのかな？放課後子ども教室なんかは、何も進んでないのではないですか。やっているところあるのですか？5っていう評価なされてるんですけど。
○　5っていう評価は、これは何かおかしいですね。

○　放課後、地域の力を利用して、教えてくれるって、実際にやっているところはあるのですか。
□　やっていないと思う。多分、学童保育と勘違いされている部分があるのでしょうか？でも、文化生涯学習室ですね。
◎　放課後児童クラブは・・・
○　結局、文科省と厚労省の違いですね。両方作ろうという事でややこしくなって、名張はちょっとうやむやに、発揮していないのじゃないですか。

□　大分前、もう10年ぐらい前ですか、一時期、そういうのがあった様な記憶がありますけど、また無くなって、多分放課後子どもプランというのは現実、ないのかなって思いますが。
○　それ、比奈知の文化センターで行っているような事ですか。放課後児童クラブ。
○　これって学校を使ってという事ですよ。
◎　ちょっとすみません、82と90の項目についての実態を調べて、なぜこの評価が5になるのかという事を事務局に回答をお願いします。
●　はい。
◎　文化生涯学習室とこども室とも違いますよね。
●　違いますね。
◎　違いますよね。そこもちょっとこども課の・・・
●　あの、こちら方が正しいです。文化生涯学習室ですね。
◎　文化生涯学習室で学童保育もやっているのですか。
●　放課後子どもプランをここでやっています。
○　放課後児童クラブというのは学童保育の事ですよね。
●　そうですね。
◎　それがかなり多いという事ですね。はい。
●　あの、放課後児童クラブは、ほぼ、全域でやっています。だから5という評価になってきているのかなということです。

◎　そういう事ですか。でもそれで、皆さんの子供達の擁護に応じられているという事ですか。

●　放課後児童クラブとしては、各地域にありますので、それに対しては、要望に応えている状況になると思いますけど、放課後子ども教室までは中々・・・、○○委員の仰しゃられたように、充実出来ていない所があるのではないかとも思っています。ちょっと、確認します。

◎　学校が終わってから子どもたちがどの様な状況で地域にいるのかという実態をもう少し、(詳しく)お願いします。
●　はい。

◎　○○委員、いかがですか、何か。
○　まず、145番の法律相談、うちの事務所から行かせてもらっています。女性の方が法律相談までも行こうという場合は、別居とか離婚を決意していたり、具体的にも、かなりの被害を受けていたりというケースが、やはり僕らでも、相談に来られる方が多いですが、もっと手前の段階で、弁護士としてアドバイスできる事はあります。弁護士というのは、最後に離婚のお手伝いをする事だけが、お仕事ではありません。実際、ここの相談を受けたケースでも、今後、離婚すればこうなって、同居を続ければこうなるのかという事は良く分かりましたが、今回は離婚に踏み切らず、たとえ家庭内暴力があったとはいえ、引き続きやって行きますという話もありましたので、法律相談に行くと、イコール離婚への道を歩む事になるのかなと思われない形で、法律相談を活用して頂ければと思います。ただ、今は、特定の法律事務所などに頼む段階の方はもう、離婚の裁判等をしなければいけないと思われているかも知れませんが、そうでないアドバイスもあります。例えばＤＶとの関係でも、色んなアドバイスがあります。それから、全体的な話ですと、民間の事業者さんへのアプローチというが一番、市としては難しい、一番手の届きにくい所というのは、全国的なものだと思います。産休育休を取ろうと思ったけれど、結果的に色んな事を言われて、弁護士に頼まなかったけれど、こじれたという話は非常に良く聞きますので、そういう民間で起こっているそういう事に対して、どういうアプローチ出来るのかという面があります。あと、男性への料理のプログラムは、興味深いと思いました。自分が育った家の段階では、両親がいて特に料理なんて思っていなくても、20、30代で世帯を持つようになってから、料理に留まらない色んなスキルを身に付けて一緒にやろうと思っている男性は、多いかも知れません。そういう20、30代への男性に対するアプローチというのも、有効な面があるのじゃないかなと思います。
◎　料理以外にスキル何がありますか。
○　いやいや僕は、洗濯出来るのですけど、洗濯機使えば一応出来ます。あれは自動ボタン押すだけでしょうけど。
◎　料理が一番ですね。
○　料理ですよね、基本的には。
◎　はい。ありがとうございました。あの、すみません。事務局、相談件数、それからその中味の分析などがありましたら、後で、お願いします。○○委員、いいですか。　

○　はい、久し振りに資料を見せて頂いて、先程も言われましたけれど、すごく進んでいるのですね、データー上は。余りにも、良い数字、まぁ3点台がありますけども、特に(基本目標)3の家庭生活と社会活動の行政支援などは、4.1と出ていて、全体的に、条例などを作った後4年間で、かなり進んでいるような印象をデーターでは、見えます。けれども、例えば、16ページ16番の地域推進員の設置というところ、地域推進員は、設置には至りませんでしたと書いて2の評価が出ています。これは、地域の調べ方にもよりますが、この評価に地域の住民の声が、どれだけ反映されているのかが見えない。それで興味を持って見ましたら、2で設置には至らなかったとでておりますし、先程出ました、ポジティブアクションですよね、校長とか管理職への登用については、依然として慣例に基づいた状況が続いている。まぁ、これも悪いとこ2になっていますけど、そういう所で、行政、或いはこちらの参画を推進する側の、勢いと住民の勢いの間に、若干齟齬があるのではないかという印象を持ちました。地域の意見や参画についての賛同をどういう風に反映されているかが、これからもっと知りたいです。例えば、4、5年前の当時の事、女性は区長になれないという問題が提示された事がありました。区長は、女だからなれないという意見を述べられた方もいた。それが、今日どういう風な情況になってるのか。・・・・(区長制度は)なくなったのですか。何時なくなったんですか。
□　もう、4年ぐらい前ですね。
○　ちょうど、その時ぐらいからなくなったわけですね。地域の活動についての、女性の参画がどういう状況かというのを、データー的に見たいなという感想を持ちました。
□　今は、各地域に地域づくり組織というのがあり、そこは自治会の束ね役というわけでもなく、各種団体の束ね役というわけでもなく、地域をどういう風に作って行くかという事で、市で予算を貰って、色々活動されているのです。だから、そこが地域の代表団体という事になると思うので、そこの男女の比率とかを、事務局に答えて頂ければ概ね分かるのではないかと思います。
◎　それが今、分かりますか。

○　それからもうひとつ、女性の管理職の事ですが、私自身も皇學館に勤めておりまして、ほとんどが男性です。男性が優位で、教授職というのは、当然ありますけれども、もう少しその上で大学全体を束ねていくような、大学全体の方針を推進していくような所、殆ど全員男性です。勿論、私立大学、公立大学がありますけれども、やはりどこかに起爆剤を打ち込まなければ、これは延々変わらない。教育界においても、小・中・高・大までですね、参画的な意識の問題をもう少し楔のように打ち込めないかという事を感じます。もちろん、公立と私立は違いますけども、意識の問題では、例えば今の、教頭先生から校長先生には中々立候補されないとか、或いはならないという問題、又、違う所も私学の方ではありますけれども、依然として、男性優位の社会だなという事を痛感致します。それで、この4.5年の間に名張市がどのように変化してきたかという所を興味持って今日、来させて頂いております。
○　(私は)今、民生委員の副会長をさせて頂いています。名張市の民生委員は184名で8割が女性です。役員さんも19名の内、半数が女性です。支援している内容や、色んな関わりから、女性の方が(活動)しやすいからかなという事もありますが、県下でも名張ぐらいです。県の連合会の会長も、今回もその前も女性でしたので民生委員に関しては、女性の参画が結構進んでいます。特に名張は、いつも多数決では、男性が負けている状況です。大体、他は男性が六で女性が四ぐらいですけれど、名張の場合は、他よりかなり女性が頑張ってくれています。私も以前は男女共同参画というのは、全く意識しておりませんでしたが、この会に入らせて頂いて初めて、少しずつ分かりかけてきたところです。名張にも色んな(男女共同参画を推進している)団体があり、その方達は、ある程度、理解出来ているのですが、男性は中々、理解できない。でも、若い人は結構、家事においてもお手伝いという形で、協力的だと思うのですけれども、ある程度年配の方は中々まだ昔ながらの考え方で、男はそういう事をするもんじゃないという批判も色々あると思います。ですから、企業の中でも、ある程度そういう啓発をしていかないと、女性が働いて、ある程度やりたいと思っても、自分に負担がかかってくると、中々、出来ない。先程、○○委員が言われたように、やりたくても色んな事を考えると引いていかないといけない事があります。これを見せて頂いても、企業に対する啓発や、講演とか、ほとんどやられていないので、市役所の中ではこういう色んな事をやっていて、役所の中の方は分かっているかも知れないけれど、一般企業の方の中で男女共同参画の認識というと、かなり低いのではないかと思います。そこのレベルを上げていかないと、中々難しいような気がします。
◎　はい、ありがとうございました。○○委員、いかがですか。
○　22ページのあらゆる分野の男女共同参画の推進の数値目標を書いて頂いている中で、２番目の女性のいない審議会等の解消という項目がありますが、ここには策定時現状は7、23年度が10、これは、解消した数ですか。この見方がよく分からなくて。
●　10という数字は、今、女性がいない審議会の数です。
○　増えているという事ですね。あぁそれで目標値0。ここはちょっと、はてな？と。一体どういうことかなと思ってしまったのです。
◎　これ、こんなの書いていたら、目標値自身の価値とか信頼性がなくなっちゃいますよね。24年度ですよ、これ。
○　こんなん、やろうと思ったら出来ますよね。試験受けてもらうとかじゃないし、努力出来るんじゃないの。
◎　こんなんだったら、目標値、書いていたら・・・。
○　意味がないですね。

○　じゃあ、何故こうなったのか、ちょっと説明していただいたらどうでしょう。

●　先程の説明の中にもあったように、あて職というのがあるのです。例えば部長であるとか、そういう所の職というのは男性ですので、例えば、警察の署長であるとか、商工会議所の会頭であるとか、そういうあて職が、女性では絶対ないので、女性が入らない、入れない、という状況です。
◎　それはもう、20年ぐらい(前)から言われている事で、各自治体ではどのような事をしているかというと、今、色々ある審議会、これは設置要綱が(それぞれ)違っています。そこで、その設置要綱の中で、あて職というように書いているかいないか、書いてなければあて職にしない。あるいは、条例措置に基づくならば、その条例を変える事ができるかどうか等。ひとつひとつ具体的に検討しているのです。ですからその元資料を、事務局は作らないといけないのじゃないですか。特に最近の動きとしては、防災会議、或いはまちづくり。これについては、もう複数(女性委員を)入れて行くという強力な方針が出ています。防災会議でも、あて職とか言っていたら、みんなダメになってしまうでしょ。あの東日本大震災の時以降に、これではいけないという事になっています。早急に基礎データーを出して下さい。そして1年かけて、今回の改選についてはこことか、具体的に潰していかないと、何時まで経っても・・・。
○　はい。それとですね、先程から、学校の校長先生の問題とか、お聞きしましたけども、私は今、名張市の農業委員をさせて頂いていますが、農業委員の分野でも、男性ばかりの世界だったのです。でも、実際に女性も農業をやっている。専業農家でしたら、パートナーとして絶対必要で、男女が共にしない事には進んでいかない職業であると思うのです。そういう事から、女性農業者から、何とかして女性も農業委員に登用して貰わないといけないという声が上がってきました。また、国からも、この状況はおかしいという指示のようなものも増え、女性農業者の団体等が、毎年改選時に関係機関に嘆願書等を出して、お願いしました。名張男女共同参画推進ネットワークの方からもご支援して頂きました。そうして、議会推薦枠3名があったところ、是非とも女性にやらせて下さいという事で、１名枠をいただきました。（女性）１人の農業委員にならせて頂いたので、先程のお話良く分かります。１人では、本当に名前だけで何にも出来ないです。だから、何とかして複数にして欲しい、複数と言っても２人じゃなく、２人以上が複数ですよと言わせて頂いて、やっと、私が３期目の時に３人の枠を全部女性にして頂きました。さあ、これでと思ったのですけれど、またそれ以上は増えない。後は地域からの選挙で出てくるので、手を上げるものがいない。そういうのは、地域の皆さんの理解のない所ではできない。地域では、この地域の次は、ここの地域という各持ち回りみたいな形でしたが、丁度、私の地域になりましたので、ぜひ私がやらせて下さいと、手を挙げました。それで、ご理解頂き、推薦枠の3名プラス選挙から1名という事で、4名の農業委員が誕生したのです。だから、少し意味合いが違うかもしれませんが、女性の先生方には、家事や色んな負担もあって自分から手を挙げる事は無理な話しだというのも確かにおありと思いますが、上の方のご理解も相まってできる事だと思います。私達農業委員の場合は上の方の意識を変えなければという事で進め、今の現状で取り組ませて頂く事になりました。心強く色々な活動に取り組ませて頂いています。これは、参考までに。ただ、これを見せて頂いて、学校や各家庭、色んなとこに対して男女共同参画の意識を上げるための活動をやって下さって、それはほぼ良い方向に進んでいると思うのですが、地域、まちづくり委員会とか、そういう所に対しての働きかけが、中々通じていないと感じました。それと、個人の企業ですね。企業に対しての色んな働きかけも、中々難しい。何とかそれを良い方向に解決して行かなければいけないと、今、そういう感じを受けました。
それから、評価ですが、(例えば)10ページ1番、その実施状況で、名張教育会館みなくるにおいて云々とあります。参加人数は、13名ですよね。それに対しての評価、これで4点。これは私、いかがなものかと思うのです。(実施)した事については4かも知れないけども、実際の効果は、上がったのかどうなのか、その評価がここには上がってこない。だから、結果どれだけの効果があったのかという事も必要じゃないかなと、私は思いました。以上です。
◎　今日は一応、この23年度の教訓を踏まえながら、24年度はこういう形でやって欲しいという、資料3も含めて、議論をしております。今おっしゃって頂いた、これ(「平成２３年度　実施状況について」)は、こういう方式に則って、初めてやったという事です。ちょっと分かり難い、5段階の評価報告。このシートを各担当者に見てもらい、男女共同参画各分野での実施状況、評価をまとめてもらった初めの成果・回答ということですよね？
●　はい、そうです。
◎　そうでしょう。今回1回目は、形式が分かったという事ですね。だから、ここでこの評価では、不十分だという事で、それを是非、事務局の懸案としておいて欲しいのです。何故かと言うと、13人と書いてあるけれど、これはどういう客観的な評価なのか、これで4.0の評価になるのかという事です。第二次評価の評価コメントでも、担当部局がそういう評価をしていない。母数がいくつで、13なのか、母数が20で13だったらいいですよ。母数がいくつで、13だ。これはどこかに問題点があるという事で、評価コメントを出すべきではないかと、そういう事ですね。

●　すみません。この出前トークですけれど、あくまで要請を受けた時に、要請をうけた場所に行くという形ですので、今回要請が13人ということでした。
◎　出前トークの出席人数の母数が13という事ですか。
●　はい。出前トークは、22年度はなかったのですが、23年度はありましたという事で上げさせて頂きました。
◎　では、そういう風に書いて貰わないと、分からない。こんな(参加人数の少ない)出前トークだったら止めた方がいいじゃないか、費用対効果だめじゃないかと、みんな思いますよ。予算を使って行う事業ですから、なんのためにやるのか、どのように大切な事業なんだと。それで、この事業は守って行くのか、もう来年度はいらないとするのかという、判断にもなるわけですから。こういう評価、こういう筆記じゃ勉強不足ですよ。
□　会長がおっしゃる事はすごく良く分かるのですけども、ただ、市の広報などで、例えば男女共同参画についての出前トークをして欲しいという要請があったら、行政としては、例えそれが10人でも、市民サイドから言うと行って頂かないと。費用対効果という事もあるでしょうけれども、職員さんの勤務時間内に、出前トークに来て頂ける事は、決してマイナスではないと思います。
◎　いえいえ、そうじゃなくって、初めて出前トークをやり、それは13人が参加しましたという事でしたら意味が分かるけれど。

□　書き方を変えよという事ですね。
◎　だから、評価の仕方をもう少し考えて、この評価制度自身をブラッシュアップして頂きたいと思っています。
○　この集計は、最終的にこういう結果になりましたよと各担当部署にヒヤリング等をやっているのですか。
●　今日審議頂いた結果はお伝えします。
○　いや、この内容について集計したものは、各部署に行っているのかいないのか。
●　今の段階ではまだです。
○　まだ行ってないのですね。
◎　この審議会の審議を入れて、もう一度戻して貰うので、どんどん言って下さい。はい、どうぞ。

□　さっき、○○委員が、言われた事とほとんど一緒ですが、皆さんがおっしゃるように、名張市で男女共同参画を(推進する)となると、職場と地域、一般家庭と職場となると思うのですが、非常に気になったのが、一生懸命、ワーク・ライフ・バランスを進めていらっしゃる男女共同参画ですけれど、家庭と地域社会における教育学習の推進、つまりは、市民の意識を変えて頂くという事が非常に大事じゃないかと思うのですよね。それで、(具体的施策)16番は、男女共同参画センター、公民館を活用し啓発に努める、それから男女共同参画推進員を設置すると書いてあるのですが、推進員を設置する以前の問題があるのではないのかと思うのです。先ほど、○○委員や○○委員が言われた、地域の上(役員)のお方というのは、はっきり言えば男の人の事でしょう。男性の方だと思います。それから、地域の色んな組織、地域づくり組織がありますが、そこの役員さんも、正直言ってほとんど男性だと思います。女性の役員さんとは、あまりお会いした事ないので。そこで、取り組み及び課題のところに、地域の代表者の意識啓発を実施していく必要があると書いてあるので、そこを進めていくとなると、やっぱり、ワーキングチームを作り地域の男女共同参画を進める具体的な事を考えなければいけないと思うのです。それで、その具体的な事を考える時に、名張には丁度、都合のいい事にと言いましょうか、名張男女共同参画推進ネットワーク会議という団体があります。色んな団体が、登録していますし、その事務局が人権・男女共同参画推進室ですから。そこと、例えば、地域づくり協議会の役員さん達との男女共同参画の学習会とか。意識を変えていくには、まずは学んで頂くのが第一かなと思うのです。「男女共同参画についてよく知っている」、「そんな事は分かっている」、「男女共同参画は進んでいるのにそれ以上する必要がない」とおっしゃる方もありますが、そういう人に限って、あまり分かってくれていないような気がします。やはり、その底辺の底上げが出来るような、具体的な話し合いをする場を設けて頂けたらいいのではないのかなと思います。
○　ちょっと付け加えてよろしいですか。名張にいる時に私も、ここにいらっしゃる□□委員をお呼びして、男女共同参画推進勉強会を実施しました。やはり色んな違うクループが集まって膝突き合わせて、学びあうという場、つまり接触の場所を作らない限りは進まないという風に思います。勉強会は、是非賛成です。それから、久し振りに名張に降り立ちまして、ご老人の方に、「男女共同参画ってご存知ですか」と聞いてみたら、「はい、知っています」とおっしゃったので、「あっ、それってすごい、すごいですね。それで、どんな風にお考えですか」って、聞いてみました。そうしたら、「私の友達に、参画の活動とかにしょっちゅう行く人がいて、その人から共同参画の名前は非常によく聞いている。しかし、その友達がいわく、それでもね、矛盾があるんでね、という事を言われた」と。それをおっしゃっているその方自身は、全然知らない、関わらない方なんですが、友達を通して、何か参画しっかりしているみたいだけれども、何か矛盾もあるという表面の情報だけが伝わっている。ですから、これからの時期は、草の根的な出会いの場所を作っていって、矛盾も沢山あると思いますが、その矛盾を出し合って、考えていく場というのが必要ではないかと思います。
◎　ちょっと時間も押していますが、今、皆さんから頂いたもので、庁内に返して頂くもの、特に今の82番。それと、22ページの(32番)市の審議会委員の構成、行政改革推進室ですね。これは、ひとつひとつ、いつまで任期か、それから設置の基準をしっかりと共有し合って、改善はいつ出来るのかという見通しを立てて、この24年度の目標に対して、どういう風にしたらいいのか早急に考えて頂かないと。今、おっしゃっているまちづくりであるとかも全部含めて、早急に作って頂くという事ですね。それと相談(事業)ですけれども、こういう資料は、市民の方に、女性相談でDVってやっぱり多いんだな、男性もやっぱり悩みという形で、こんなに(相談に)来ているんだなっていう事が分かりますから、非常に必要です。例えばこの名張では、つうしんを発行するでしょ、貴重な(発信ツールです)。ここにも、分かりやすく書いていけばどうですか。それで、どういう事をしているのかが分かりますし、色んな活用が出来るかもしれないですね。それから、DVでも、DV家庭では子どもも、精神的にも肉体的にもDVを受けているわけですから、子どもも虐待とリンクしてないか見ていかないといけない。そういう見方をして行くということでいかがでしょうか。この情報の処理の方法は、月別に比較するよりは、むしろ去年よりどうだったかという、経年変化を受けるような形で処理していくと。見せ方をもっと(工夫して)やって頂くというような事ですね。それと後、はい、どうぞ。
○　よろしいでしょうか。あの、女性相談事業の事で、お伺いしたいんですけども、女性相談事業は、共同参画センターでの相談の他にもふれあいの方でされている相談もありますよね。ここに書かれているのは、これを全部ひっくるめた数ですか。
●　この表の合計はどちらの件数も足して、その内、センター分で何件、その中でうちＤＶは何件と表しています。
○　という事は、社協で実施している方が(件数が)多いという事ですね。この一覧で例えば４月を見た時に、70の19、月にしましたら・・・。　

◎　そうですね、福祉センターのほうが多いということですよね。
○　そういう事になりますよね。全部、福祉センターの方が多いんじゃないですか、女性相談。この辺の所は男女共同参画の方としては、折角(男女共同参画)センターがあって、相談員さんもプラス１名と先ほど仰ってましたが、ふれあいの方が多いという事について、どういう風にお考えなのでしょうか。
●　ふれあいの・・・、
□　法律相談ですよね。弁護士による法律相談はどこでされているのですか。
●　弁護士相談はここ（男女共同参画センター）です。一般相談はこちらと、ふれあいもありますけども。
◎　えっ、それはどういう事ですか。一緒にしてある数字となるとこれは、どういうものでしょうか。
○　別に問題はないのですけれども、そうしたら、場所が変わっているだけで、同じ相談事業と考えたらいいのですか。それとも、そのふれあいでされているという事は、社会福祉協議会が主として実施しているという事なのでしょうか。
●　この数は福祉協議会ではなくて、こちらの女性相談と、(ふれあいでの相談は)主にDVですけどれも、過去から継続している方もいらっしゃいますし、一概に言えないですけれども、必ずしも普通の女性相談は、すべてここというわけではないのです。向こうでも結局なさっています。
◎　向こうというのは、総合福祉センターの事ですか。
●　そうです。はい、ふれあいの方です。
□　相談員さんは別なのか、一緒なのか。
●　別です。合計3人相談員がおります。
◎　でしたら、経費は、どこから出ているのですか。
●　こちらの・・・
◎　センターは、どこからですか。
●　市の方です。すべて市なのですけれども。
○　市なんですね。すべて市ですか。
●　すべて市です。市の職員です。

○　そういう事であれば、わかりました。ふれいあいさんが、独自でそういう相談をされているのかなという、(疑問が)ありましたので、はい。
●　それと、こちらの相談と、ふれあいでもやっている相談と、相談員同士連携を取り合って、相談を進めていますので。
○　はい。分かりました。
◎　後どうでしょうか。
○　前回に、（センターのレイアウトが）相談に来た人もコピー利用も一緒ですので、相談来る人が誰が来たとすぐ分かるから、その配置を考えて貰えますかという意見が出たと思いますが、それはまだですか。
●　一応、レイアウト的な部分で精一杯考えて頂いてる所ではあるのですが、中々、費用面とか、その建物的な理由がありまして、随時進めて頂いています。
◎　あと、いかがでしょうか。
●　すみません、先程、○○委員にお尋ね頂いた、地域づくりの、自治会の会長さんですが、市内に172名の内、女性2名です。
○　自治会会長ですね。

●　そうです。はい。旧の区長制度がなくなりましたので。
○　172人の会長さん。
○　172人というと昔の区長さんみたいな感じですよね、今の協議会は10何個しかないですよね。あれは全員、男性ですよね。

□　それぞれの地域づくり組織の、トップは男性ですね。
●　男性です、全て。今までの、市への届出が必要だった区長制度を廃止して、区長という名前でもいいし、自治会という名前でも、どんな名前でも結構で、地域の中で役員を作る基盤も自由ですけど、そういう自由に、フリーになったという事ですね。その中で今説明させて頂いた172名の基礎的コミュニティの役員さん及び代表者の方が女性は2名やったと。それをそれぞれ地域ごと、小学校単位で、地域づくり組織が合わせて15地域あるのですが、その代表者の方が現在の所、男性ばかりという事です。
◎　では、どうしたら、良いのか・・どうにもならない。
□　今のところ、そういう底上げするための、ワーキングチームで話し合い、学習・・・、難しいね。
○　公民館長さんも男性ですか。

□　男性ですね。全員男性ですね。女いない。
◎　あの、どうでしょうか。部長、何かアイデァは担当監として。
●　今おっしゃって頂いた地域の関係については、新しくまちづくりを推進して行こうという事で、今年の4月から地域部ができました。地域部との連携を取りながら、地域部が地域づくり組織を束ねて、色んな会議をやったり、これからの地域づくりをどうして行くかという事を協議していく部、担当していく部ですが、そことも私共、連携しながら、もう一度、我々どんな取り組みが良いのかという事を含めて、地域の方でも考えて頂けるような機会を設定できたらなという風に思っています。この新しい部と連携を取りながらやって行きたいなと思っています。それともうひとつ、先程から色々ご審議頂いていました、この成果の取り纏めですが、これはあくまでも成果活動指標という事で、これだけの活動をしますという目標を立てて、それに対する成果です。本来はその活動をしたら、成果に伴って、今度は成果指標が出てくる。ですから色々、ティッシュを配って、例えば男女共同参画の社会実現を目指す、啓発をします。そういう、色んな映画会、講演会、色んな活動をします。例えば先程の、出前トークとか、色んな場を通じて啓発して行きます。でそれが結果的に成果として出てくるのは、本来、成果指標という指標ももっと多く設定すべきですが、一番上にある男は仕事、女は家庭といった固定的な概念に同感する、同感しないという意識が、もう薄れてしまう、こんなアンケート取らなくてもいいよとなってしまうのが、本来の状況ですね。すべての人が、そういう意識をしないでやっていくやないかと、それが成果指標です。ここで１から5まで、まとめてあるのは、あくまでも活動指標がメインですので、そういう捕らえ方で見て頂ければと思います。おっしゃられるように、評価としては、手前味噌な所がありますので、甘い部分もあろうかと思いますが、我々としても再度　本日頂いた貴重なご意見を、もう一度担当部局に戻して、考えて頂くように出来ればなという風に思います。以上です。
◎　あの、この資料3の内容は、もう確定ですね。

●　24年度の事業は、もうすでに4.5.6.月と済んでおりますけども、予定になっております。
◎　ずっと関わった方も、新しい方もいらっしゃるでしょうが、推進主体が、共同参画は行政にとって、どういうメリットがあるのか、しっかり(意識を)持って貰わないと、男女共同参画がごちゃごちゃ言っているからという捉え方では、もう進まないと思います。職員啓発等も、通り一遍のものではなく、行政にとって共同参画はどういう意味があるのかというところを、深く認識してもらうという事ですね。それと数値目標、この実施状況を見て、焦ったのですけれども、目標値がなんせ遥かに高いとこにあるので、どうしたらいいのかなと。この目標値を持って進むというのは、18年度の基本計画を立てた時には、もうそれは当たり前だろうという事で、みんないけいけと推進してきたものの、中々進まなくて、24年度でこんな(状況)です。ここにきて無理じゃないかという事になれば、この10年間、何をやってきたのかと思います。きついですけれども、やはり増やすという、少ない期間だけれども、効果的に増やすにはどうしたらいいかという事ですね。せめて、審議会の項目など、庁内で一生懸命やれば出来る可能性のあるところから改善が図れるよう、もう少し頑張っていきたいですね。市の男性職員育児休業取得率は、(現在)0％で、来年で(目標値)15％。これ、馬鹿にしているのかと言われてしまいますね。そういうのはやっぱり行政の責任が問われるのではないでしょうか。この前どこかで、もうパパになる対象の職員はおりませんのでという、悲しい話がありましたが。
○　何を分母としているのですか。お子さんの生まれた市職員の家で、何人目、何人とかですかね。

●　そうですね。
◎　じいちゃんでもええから、じいちゃんも入れて、“孫休暇”をなんてね・・・。　
○　鈴木知事のニュースがありましたね。
□　あの方は、別に取っても取らなくていいのですよ。部下が取れるような仕組みにしてくれないと。
○　そうですね。まぁニュース性はありますけれどね。
□　あの方は、県民から選ばれた人ですから、席が無くなる事はない。けれども、他の人は席がなくなるから取れないのですから。
◎　席は無くならないでしょう。
□　いや、案外そういう事でしょう、だから・・・。
◎　席が無くなるとなれば、これはまた違法行為ですよ。

□　でも、現実はそうみたいですよ。
○　出世の関係もあるのでしょう。
□　そう、ほら、出世に関係あるって言っている。
○　いやいやいや、多分関係あるのじゃないかなと。

◎　ですから、民間ならまだしも、お手本となるべき、公の公務員で、そんな事が言われるという風土自身があかんわね、困る。

□　困る、だから是非是非、行政側が、育児休暇を。イクメンになって欲しい。
◎　一人ぐらいは、一人ぐらいは、実現させて下さいよ。
□　そうですよ。知事さんはいいのですけれど。
◎　まだちょっと時間がありますので、関連する分野でこれだけは言っておきたい事ありますか。市民公募で参加して下さった皆さん方、男女共同参画推進事業の実施内容をこの会でチエックしていくという事で来て頂いていますが、よろしくお願いをしたいと思います。ちょっと話はそれますが、県内、市内の顕彰制度ってあるんですか。例えば、表彰。

□　あります。県ではあります。
◎　それでは、県の表彰に名張市の事業者の推薦をしていますか。
●　残念ながら、何年か前に市内の近鉄ガスさんが応募したのですけれども、対象にはならなかったと聞かせてもらっています。ただ、その県の表彰は、県内に本店のある事業所が対象という条件があり、残念ながら名張には数が少ないのです。
◎　名張自身の顕彰制度を作ろうという話をしていたのはどうなったのですか。これは、そんなに予算はいらないわけですよ。名張市男女共同参画の趣旨に賛同した企業、或いはグループ等を顕彰するわけです。

□　地域づくり組織にぜひ、ひとつ名乗り上げて頂いたら・・・。
◎　それと男性の料理教室。これ、もう3年ぐらいやっているのでしょう。
●　もう、もっと長いです。

◎　これって、本当は表彰ものですよ。アイディアを出せばいくらでも、名張市内で顕彰できるわけです。農業委員はどうです。これは、内閣府に顕彰の推薦をすればいいのかな。農業委員女性4人というのは全国的にみて誇れるものでしょう。
○　はい。結構、登用率が高い方です。

□　4人で・・・

○　農業委員会は各市町で人数は決められており、みんな違うのですが、大体名張市のような規模の所ではいい方です。三重県全体でも、まだゼロの所も結構ありますし、名張が4人というのは本当に多いです。
□　農業委員は全部で何人の組織ですか。

○　25か26人でした。

□　その内の4人。

◎　市内で顕彰する事については、市が権限を持っているわけでしょう。それで、県にそういう顕彰制度があるならば、それにいち早く取り組むと、やっている人の励みになりますよね。
□　ちょっと失礼します。表彰ではないですが、前回、そういう学習会に出ると、市の方で受けましたという認定書のようなものを出してはいかがかという意見が出ました。あれもどうなったのでしょうか。
●　人材養成講座みたいなものを何回かシリーズで実施して、それを修了しましたという事ですよね。
○　比奈知の公民館で男の料理教室をやっています。そこで1年間皆勤すると、公民館から皆出席の表彰状とちょっとした記念品を貰えるので、みんな貰おうと頑張ります。毎月1回、今年は16人が参加しています。ほとんどが60歳以上ですが、その時、全然知らない人と知り合い、そこから友達になって、個人的なお付き合いをさせて貰っています。そんな形で、3月の終了時に、皆勤賞、表彰状を公民館館長からいただきます。
□　いいですよね。学習会というのは、高いお金を出さなくても出来るのですよね。例えば、ビデオを観てその後お互いにデスカッションして、お互いに意識を高めるとか、どんな事でも、お金使わなきゃできないという事もないので、計画して頂いたらと思います。
○　お金使って色々出来るのもありますけどもね。

□　そうですね。
○　例えば、リーダーの養成で外国に何人かを派遣する。そういうのは一気に高まりますよね。大学の方でも、教育改革が、十年二十年でどんどん進んでいるところです。その中で、金沢工業大学では、何千万というものすごい金額のお金を投じて、アメリカ等にポーンと教員を送り、完全に大学改革をしました。今、全国から行脚で視察に来られるそうですが、そういう風な改革したところがあります。意識を変えるというのは、ものすごく難しい。ですから、例えば、少人数でもいいから、本当に参画ということはどういう事なのか、女性が男性の力を持つ、そこに追いつくという事ではなく、地域社会の中でそれぞれが、向こうの言葉でディーセント・ワーク（人間らしいやりがいのある仕事）、それをするような、社会が必要なんだという事を小学校から学ぶことも大事です。若手のそういう人達を地域に、そしてその中で動いていくような形、そういう事も、参画じゃないかと考えているとこです。誰でも出来ますし、そういう推進もできると。　
○　ふと、思ったのですが、そういう講習を何回か受けた者が、修了証書のようなものを受けるとすれば、そういう人達を推進員にして行くのはいかがでしょうか。いきなり推進員に任命というと、何をすればいいのか分からない、なりたくないという事になってくるので、一段階ずつ地固めしていくのがいいのかなと思います。
○　福祉の方は、すごく進んでいます。日頃他市との交流会をさせて頂いていますが、毎年2回、(民生委員児童委員の)会長の研修会があり、その後の分散会等でいつも皆さんに、名張市は進んでいるなと言われます。他の地域の話を聞いていると、こんな(大きな)市で、まだ出来ていないのという所が結構ありますので、そういう面では名張市は福祉の方はかなり進んでいると思います。
◎　むしろ住民の方が進んでいて・・・新しい公推進委託事業で人材育成講座というのがありまして、確か前の審議会でそんな話しをしていたんじゃなかったですかね。引継ぎをちゃんとしてくださいね、きついようですけれど。はい、あと何かありますでしょうか。それでは、ありがとうございました。

●　ありがとうございました。委員の皆様には長時間にわたり、ありがとうございました。皆様から頂きました、貴重なご意見、これから生かしていきたいと考えておりますので、今後ともどうぞよろしくお願いを致します。これを持ちまして、本日の審議会を終わらせて頂きます。ありがとうございました。
一同　ありがとうございました。
　　　　　以上
